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編集後記 

 

光陰ミサイルの如し。つい先⽇令和⼆年（2020）を迎えたと思ったら、あっという間に 1

⽉も明⽇まで。来週は 2 ⽉に⼊ります。 

わが⽇本に中国発の弾道ミサイルならぬ新型コロナウイルスが⾶びこんできました。⽔際で

の上陸阻⽌に失敗して、⽇本国内でもジワリジワリ浸透しているようです。かなりヤバイ事態

となっていて⼼配です。 

今号は中村さんにインドネシアの医療保険制度についてレポートしていただきました。 

インドネシアの医療保険制度もかなり進んできたものだと思います。数年前までインドネシア

で医療保険といえば⺠間の保険会社のものだけで、⼀般庶⺠に医療保険というのはほとんど無

縁のものでした。病気になれば⾝分相応の治療を受けるしかない。たとえ、あの病院で適切な

治療を受けることができれば治るだろうとわかっていても、医療費が⽀払えないということに

なれば仕⽅なくあきらめて、そこらへんの“伝統的な”治療法にでもたよるしかない。 

私⾃⾝の話になりますが、10 年ほど前に⼤病を患いました。私は⽇本国⺠ですから国⺠健

康保険に⽀えられて、貧乏⼈ながら⾦銭的な⼼配をすることなく無事に回復しました。 

⾦銭的な問題だけでなく、インドネシアでは医療設備・技術的にもまだ安⼼して任せられる

ような状態ではありません（⾦持ち⽤の設備の整った私⽴病院はあるようですが）。私を診察

したメナドの医者の最初の⾔葉は、「すぐに⽇本に帰って⼿術してもらいなさい」でした。こ

こでモタモタしていたら助かる命も助からないと⾔います。実に簡潔、的確なアドバイスであ

ったと思います。ビトゥンに戻ってすぐに沖縄の親戚・家族に連絡、病院の段取りをしてもら

ってから帰国。⼀週間後には沖縄の県⽴病院の⼿術室で⿇酔をかけられていました。⽬が覚め

たら病室で、体のあちこちからビニールのチューブが出ていて、もちろん⾝動きできません。

⼆⽇⽬、三⽇⽬と回復するにつれて周りの様⼦を観察する余裕もでき、看護師さんたちとも冗

談を⾔い合えるようになって、「思ったより居⼼地がいいな」と満⾜しました。若い看護師さ

んたちが⼊れ替わり⽴ちかわり現れて話し相⼿になってくれます。⽣まれてこのかた、これほ

どモテたことはありません。 

居⼼地の良さを感じながら、数年前に⼊院中の友⼈（⽇本⼈）を⾒舞いに⾏ったマララヤン

の総合病院を思い出して⽐較したりしていました。「やっぱり⽇本だな」。 

それ以後、この⼊院事例をネタにして⽇本⼈であることのありがたさをまわりの⼈々にも機

会あるごとに話しているところです。 

さてインドネシアの健康保険制度ですが、最近は⾃分の周りでもときどきこの保険の話を聞く

ことがあります。現地の皆さんの話だけでは分かりにくいことでしたが、中村さんにやや詳し

く説明していただきました。まだ不完全な制度だと思いますが、ここは発展途上国です。今後、

制度がよりよく整備されていくことを期待して、編集後記とします。      （⻑崎） 



会員名簿 

 

 

会報「タルシウス」電子版では不特定多数の方が閲覧するため、 

セキュリティ上の観点より会員名簿は非公開とすることとしました。 

（2014 年 04 月 20 日） 

 

 

上記理由により会員名簿が非公開になりましたことをご了承ください。 

●会報タルシウス（製本版）には従来通り名簿は掲載されます。 

●各会員に対しましての個別の、または、尋ね人などのお問い合わせは、 

直接日本人会へお問い合わせください。 

該当会員に連絡後、会員より直接連絡するか該当会員の同意のもとで、 

連絡先をお知らせすることといたします。 

 

 


